
平　
安　
時　
代　
か　
ら　
続　
く　
七　
十　

二　
年　
に　
一　
度　
の　
歴　
史　
的　
行　
事　

で　
あ　
る　
西　
金　
砂　
神　
社　
・　
東　
金　

砂　
神　
社　
磯　
出　
大　
祭　
礼　
に　
お　
い　

て　
、　
無　
形　
民　
俗　
文　
化　
財　
「　
金　

砂　
大　
田　
楽　
」　
が　
公　
開　
さ　
れ　
ま　

す　
。　
こ　
れ　
を　
受　
け　
て　
日　
立　
市　

で　
は　
、　
大　
田　
楽　
等　
交　
流　
日　
立　

市　
支　
援　
協　
議　
会　
を　
組　
織　
し　
、　

「　
日　
立　
　　
海　
と　
山　
の　
ま　
つ　
り　
」　
を　
特　
別　
イ　
ベ　

ン　
ト　
と　
し　
て　
実　
施　
し　
ま　
す　
。　
会　
期　
は　
、　
三　
月　

二　
十　
四　
日　
か　
ら　
二　
十　
八　
日　
。　

磯　
出　
大　
祭　
礼　
は　
、　
八　
五　
一　
（　
仁　
寿　
元　
）　
年　
、　

日　
立　
市　
の　
水　
木　
浜　
に　
金　
砂　
の　
神　
が　
出　
現　
し　
た　

と　
い　
う　
縁　
起　
に　
よ　
る　
も　
の　
で　
、　
金　
砂　
山　
か　
ら　

五　
百　
人　
を　
超　
え　
る　
大　
行　
列　
が　
、　
道　
中　
「　
金　
砂　

■
茨
城
県
日
立
市

茨城県日立市　観光課
◎電話　0294-22-3111
◎ホームページURL http://www.city.hitachi.ibaraki.jp/

問い合わせ先

な　
だ　
ら　
か　
な　
ス　
ロ　
ー　
プ　
の　
多　
良　
山　
系　
を　
東　

に　
仰　
ぎ　
、　
世　
界　
初　
の　
海　
上　
空　
港　
が　
浮　
か　
ぶ　
大　

村　
湾　
を　
西　
に　
望　
む　
大　
村　
市　
は　
、　
春　
は　
大　
村　
公　

園　
の　
桜　
に　
始　
ま　
り　
、　
ツ　
ツ　
ジ　
、　
花　
菖　
蒲　
、　
多　

良　
山　
系　
に　
咲　
く　
ツ　
ク　
シ　
シ　
ャ　
ク　
ナ　
ゲ　
な　
ど　
約　

三　
カ　
月　
も　
の　
間　
、　
花　
が　
楽　
し　
め　
る　
県　
内　
随　
一　

の　
「　
花　
の　
ま　
ち　
」　で　
す　
。　

ま　
た　
、　
日　
本　
初　
の　
キ　
リ　
シ　
タ　
ン　
大　
名　
と　
な　

り　
、　
長　
崎　
開　
港　
や　
天　
正　
遣　
欧　
少　
年　
使　
節　
派　
遣　

な　
ど　
の　
業　
績　
を　
残　
し　
た　
大　
村　
純　
忠　
や　
、　
幕　
末　

に　
は　
勤　
皇　
派　
と　
し　
て　
明　
治　
維　
新　
の　
偉　
業　
達　
成　

に　
重　
要　
な　
役　
割　
を　
演　
じ　
る　
な　
ど　
「　
歴　
史　
の　
ま　

ち　
」　
と　
し　
て　
も　
有　
名　
で　
す　
。　

大　
村　
氏　
千　
年　
余　
の　
城　
下　
町　
で　
あ　
る　
大　
村　
市　

に　
は　
、　
と　
れ　
た　
て　
の　
魚　
や　
季　
節　
の　
山　
菜　
な　
ど　

を　
ふ　
ん　
だ　
ん　
に　

使　
っ　
た　
伝　
統　
の　

逸　
品　
「　
大　
村　
ず　

し　
」　
が　
あ　
り　
ま　

す　
。　今　

か　
ら　
約　
五　

百　
年　
前　
、　
大　
村　

藩　
主　
・　
大　
村　
純　

伊　
が　
戦　
い　
に　
敗　

れ　
、　
そ　
の　
後　
、　

念　
願　
の　
領　
地　
奪　
回　
を　
果　
た　
し　
た　
こ　
と　
に　
喜　
ん　

だ　
領　
民　
が　
、　
急　
な　
こ　
と　
で　
膳　
の　
用　
意　
も　
で　
き　

ず　
、　
あ　
り　
合　
わ　
せ　
の　
「　
も　
ろ　
ぶ　
た　
」　
に　
炊　
き　

立　
て　
の　
ご　
飯　
を　
ひ　
ろ　
げ　
、　
そ　
の　
上　
に　
魚　
の　
切　

り　
身　
や　
野　
菜　
を　
の　
せ　
、　
押　
し　
寿　
司　
に　
し　
て　
も　

て　
な　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
を　
、　

将　
兵　
た　
ち　
が　
脇　
差　
し　
で　
角　

切　
り　
に　
し　
て　
食　
べ　
た　
の　
が　
、　

大　
村　
寿　
司　
の　
始　
ま　
り　
と　
言　

わ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

五　
百　
年　
の　
伝　
統　
を　
誇　
る　

ふ　
る　
さ　
と　
の　
味　
は　
、　
現　
在　
、　

お　
土　
産　
、　
祝　
い　
事　
な　
ど　
に　

は　
、　
欠　
か　
せ　
な　
い　
も　
の　
に　

な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

■
長
崎
県
大
村
市

伝
統　
の　
逸
品
　
大
村
ず　
し　

長崎県大村市 商工観光課
◎電話　0957-53-4111
◎ホームページURL http://www.city.omura.nagasaki.jp 

問い合わせ先

2021

下
田
町
最
大
の　
イ　
ベ　
ン　
ト　
で　
あ　
る　
「　
日　

本　
一　
の　
し　
も　
だ　
鮭　
ま　
つ　
り　
」　
は　
、　
毎　
年　
十　
一　

月　
の　
第　
二　
土　
曜　
日　
・　
日　
曜　
日　
の　
二　
日　
間　
開　
催　

さ　
れ　
、　
鮭　
の　
つ　
か　
み　
取　
り　
や　
サ　
ー　
モ　
ン　
レ　
ー　

ス　
、　
花　
火　
大　
会　
な　
ど　
、　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
は　
盛　
り　

だ　
く　
さ　
ん　
で　
、　
毎　
年　
約　
三　
万　
人　
も　
の　
観　
光　
客　

が　
訪　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　
中　
で　
も　
、　
も　
っ　
と　

も　
人　
気　
の　
あ　
る　
鮭　
の　
つ　
か　
み　
取　
り　
は　
、　
水　
し　

ぶ　
き　
を　
立　
て　
る　
中　
、　
悲　
鳴　
や　
歓　
声　
を　
あ　
げ　
必　

死　
に　
な　
っ　
て　
鮭　
を　
追　
い　
回　
し　
、　
豪　
快　
に　
鮭　
を　

つ　
か　
み　
取　
り　
す　
る　
も　
の　
で　
す　
。　
子　
供　
か　
ら　
大　

人　
ま　
で　
世　
代　
を　
問　
わ　
ず　
楽　
し　
む　
こ　
と　
が　
で　
き　

ま　
す　
の　
で　
、　
ぜ　
ひ　
一　
度　
、　
ご　
家　
族　
や　
ご　
友　
人　

と　
お　
越　
し　
く　
だ　
さ　
い　
。　

■
青
森
県
下
田
町

豪
快
体
験　
！

「　
日
本
一　
の　
し　
も　
だ　
鮭
ま　
つ　
り　
」　

青森県下田町産業課内 しもだ鮭まつり実行委員会
◎電話　0178-56-2111
◎ホームページURL http://www.town.shimoda.aomori.jp

問い合わせ先

道　
の　
駅　
「　
越　
後　
出　
雲　
崎　
天　
領　
の　
里　
』　
は　
平　

成　
六　
年　
、　
町　
の　
観　
光　
拠　
点　
施　
設　
と　
し　
て　
開　
設　

さ　
れ　
、　
町　
直　
営　
で　
天　
領　
出　
雲　
崎　
時　
代　
館　
、　
物　

産　
館　
、　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
「　
陣　
や　
」　
を　
運　
営　
し　
て　

い　
ま　
す　
。　

出　
雲　
崎　
町　
は　
江　
戸　
時　
代　
、　
徳　
川　
幕　
府　
直　
轄　

の　
天　
領　
で　
七　
万　
石　
を　
支　
配　
す　
る　
代　
官　
所　
が　
置　

か　
れ　
、　
佐　
渡　
金　
山　
の　
荷　
揚　
げ　
港　
、　
北　
前　
船　
の　

寄　
港　
地　
、　
北　
国　
街　
道　
の　
宿　
場　
と　
し　
て　
大　
変　
賑　

わ　
っ　
た　
と　
こ　
ろ　
で　
す　
。　
ま　
た　
良　
寛　
さ　
ん　
の　
生　

ま　
れ　
た　
地　
で　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　

最　
近　
、　
マ　
ス　
コ　
ミ　
で　
「　
出　
雲　
崎　
か　
ら　
見　
る　

■
新
潟
県
出
雲
崎
町

世
界
一
大
き
な　
夕
日　
の　
里

道の駅 越後出雲崎天領の里
◎電話　0258-78-4000
◎ホームページURL http://www.town.izumozaki.niigata.jp

問い合わせ先

問い合わせ先：電源地域振興センター 企画調査部 広報課 電話 03-5562-9730  e-mail:kouhou@div.dengen.or.jp
「地域のひろば」編集室では、「ふるさとじまん」を紹介します。

皆様の地域の「ふるさとじまん」の写真とコメントをどしどしお寄せください。

電源地域から「ふるさとじまん」をご紹介します。

夕　
日　
は　
世　
界　
一　

大　
き　
く　
見　
え　
る　

と　
言　
わ　
れ　
る　
」　

と　
紹　
介　
さ　
れ　
、　

全　
国　
か　
ら　
多　
く　

の　
観　
光　
客　
が　
訪　

れ　
ま　
す　
。　

天　
領　
の　
里　
の　

物　
産　
館　
は　
開　
館　

以　
来　
、　
積　
極　
的　

に　
地　
元　
特　
産　
品　

の　
開　
発　
と　
販　
売　
に　
力　
を　
入　
れ　
て　
ま　
い　
り　
ま　
し　

た　
。　
町　
内　
の　
稲　
作　
研　
究　
会　
員　
の　
生　
産　
す　
る　
有　

機　
栽　
培　
コ　
シ　
ヒ　
カ　
リ　
や　
、　
日　
本　
一　
の　
良　
質　
な　

「　
え　
ご　
草　
」　
な　
ど　
を　
全　
国　
へ　
宅　
配　
便　
を　
中　
心　
に　

販　
売　
し　
、　
大　
変　
好　
評　
で　
す　
。　

悠
久　
の　
時
を　
超
え　
、　

繰
り
広
げ
ら　
れ　
る　
平
安
歴
史
絵
巻

大　
田　
楽　
」　
を　
披　
露　
し　
な　
が　
ら　
、　
往　
復　
約　
七　

十　
五　
キ　
ロ　
メ　
ー　
ト　
ル　
の　
道　
の　
り　
を　
行　
列　
す　

る　
歴　
史　
的　
な　
祭　
事　
で　
す　
。　

「　
海　
と　
山　
の　
ま　
つ　
り　
」　
で　
は　
、　
歓　
迎　
行　

事　
を　
は　
じ　
め　
、　
関　
係　
す　
る　
五　
つ　
の　
市　
町　
村　

の　
郷　
土　
芸　
能　
や　
薪　
能　
な　
ど　
の　
披　
露　
、　
さ　
ら　

に　
、　
日　
立　
市　
の　
文　
化　
財　
（　
国　
指　
定　
重　
要　
有　

形　
・　
無　
形　
民　
俗　
文　
化　
財　
）　で　
あ　
る　

「　
日　
立　
風　
流　
物　
」　
の　
公　
開　
も　
い　

た　
し　
ま　
す　
。　


